
◆ 減災対策の進め方 

 
 検討会は、県・各市の関係機関に“なぜ減災対策が必要か”を理解してもらい、“減災対策を実行する手段として何があるか”、そして

“その対策をどの様にして住民に周知していくか”を提案していくことが重要であり、そのためには、リアリティを持たせた方法論を議

論することが必要である。 
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